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道
路
課
・
河
川
失
対
課
を
新
設
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市
で
は
、
市
民
サ

ー
ビ
ス
と
行
政
効
果
の
向
上
を
め
ざ
し
、
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―
月
二
日
付
で
機
構
の
改
革
と
人
事
異
動
を
行
い
ま
し
た
。
機
構
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化
を
図
る
た
め
、
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自
と
な
っ
て
い
た
偉
設
部
の
業
務
区
分
の
明
確
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土
木
課
と
都
市
整
備
失
対
事
業
課
を
再
編
、

路
課
、
河
川
失
対
課
に
な
り
ま
し
た
。

道
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回
の
機
構
改
革
に
伴
い
、
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各
部
局
を
合
わ
せ
て
二
百
二
十
三
人
が
異
動
し
ま
し
た
。
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い
ま
宇
治
市
は
、
社
会
経
済
情

勢
の
変
化
に
対
応
し
、
多
様
化
、

高
度
化
す
る
住
民
要
望
に
こ
た
え
、

活
力
あ
る
地
域
社
会
を
形
成
す
る

た
め
に
は
、
効
率
的
な
組
織
・
機

構
の
整
備
、
職
員
定
数
管
理
の
適

正
化
な
ど
を
図
る
こ
と
が
重
要
な

課
題
と
な
っ
て
い
康
ｙ
。

こ
の
た
め
、
組
織
・
機
構
に
つ

い
て
は
建
設
部
を
中
心
に
再
編
、

定
数
に
つ
い
て
は
全
庁
的
な
事
務

事
業
の
見
直
し
を
す
る
中
、
事
業

の
終
了
や
事
務
量
の
減
少
し
た
部

門
は
減
員
を
図
る
一
方
、
施
設
増

や
事
務
量
の
増
加
し
た
部
門
は
、

最
少
限
度
の
増
員
に
と
ど
め
て
ぃ

ま
す
。

主
な
内
容
は
、
企
画
管
理
部
で

は
コ
ミ
ュ
三
で
1
に
関
す
る
業

務
体
制
を
確
立
す
る
た
め
広
報
課

に
担
当
主
幹
が
、
市
民
部
で
は
、

窓
口
業
務
の
充
実
を
図
る
た
め
市

民
課
に
窓
口
担
当
主
幹
が
配
置
さ

れ
ま
し
た
。

圭
だ
、
生
活
環
境
部
で
は
こ
れ

ま
で
同
部
次
長
が
兼
務
し
て
い
た

斎
場
の
場
長
が
、
専
任
場
長
と
な

り
ま
し
た
。

建
設
部
で
は
、
従
来
の
土
木
課

と
都
市
整
備
失
対
事
業
課
を
道
路

課
、
河
川
失
対
課
と
し
ま
し
た
。
‘

道
路
課
に
は
建
設
係
、
改
良
係
、
・

維
持
係
が
設
置
さ
れ
、
道
路
関
係

業
務
を
担
当
し
毒
了
。
河
川
失
対

課
は
河
川
係
、
排
水
路
係
、
失
対

事
業
係
で
、
失
対
担
当
主
幹
が
配

置
さ
れ
ま
し
だ
。
ノ
｛

六
大
年
度
か
ら
の
一
部
供
用

開
始
牽
め
ざ
し
て
、
建
設
が
進
め

ら
元
で
い
る
宇
治
川
右
岸
公
共
下

水
道
事
業
に
、
東
宇
治
浄
化
セ
ン

タ
ー
開
設
準
備
室
が
設
置
さ
れ
、

室
長
が
配
置
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

下
水
道
排
水
設
備
の
普
及
、
啓
も

う
を
図
る
た
め
、
従
来
の
計
画
係

を
計
画
普
及
係
と
し
ま
し
た
。

福
祉
事
務
所
で
は
、
総
合
福
祉

会
館
内
の
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
が

軌
道
に
乗
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
そ

の
業
務
を
老
人
福
祉
係
に
移
管
、

教
育
委
員
会
で
は
、
善
法
青
少
年

セ
ン
タ
ー
の
開
設
に
向
け
て
、
館

長
を
配
置
七
ま
し
た
。

2
2
人
力

新
し
い
職
場
へ

機
構
改
革
に
伴
っ
て
、
各
部
局

合
わ
せ
て
二
百
二
十
三
人
が
異
動

し
ま
し
た
。
内
訳
は
、
部
長
級
が

十
一
人
、
諌
長
級
が
二
十
七
人
、

一
般
職
が
百

1
摘
み
子
さ
ん
ら
と
新
茶
を
摘
む
池
本
市
長
（
左
側
・
府

茶
業
セ
ン
タ
ー
茶
園
で
）

宇治茶の初摘み4月24日

八
十
八
夜
が
近
つ
い
た
四
月
二

十
四
日
、
宇
治
茶
の
初
摘
み
が
府

茶
業
セ
ン
タ
ー
の
茶
園
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

と
の
日
は
絶
好
の
茶
摘
み
日
和

と
な
り
、
か
す
り
に
ふ
涵
ね
だ
す

‘
き
の
摘
み
子
さ
ん
十
五
人
が
鮮
や

か
な
手
つ
き
で
新
茶
摘
み
。
池
本

市
長
や
木
下
宇
治
振
興
局
長
ら
も

参
加
し
て
、
三
時
間
が
か
り
で
約

七
十
Ｊ
を
収
穫
し
ま
し
た
。

今
年
は
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
、

平
年
よ
り
は
三
、
四
日
、
厳
冬
だ

っ
た
昨
年
よ
り
九
日
も
早
い
新
芽

摘
み
と
な
り
、
収
穫
も
平
年
並
み

が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

新
茶
摘
み
は
、
五
月
中
旬
ご
ろ

か
ら
本
格
的
に
な
り
、
初
夏
の
香

り
を
伝
え
る
宇
治
茶
の
生
産
は
最

盛
期
を
迎
え
ま
す
。

453

四
十
五
人
で
す
。

採
用
職
員
は
八
人
で
、
五
月
二
日

付
で
各
職
場
に
配
属
さ
れ
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
期
待
に
こ
た
え
ぷ
つ

と
張
り
き
っ
て
い
ま
す
。

6
1
年
3
月
末
完
成
へ
急
ピ
ッ
チ

宇
治
市
な
ど
三
市
三
町
で
構
成

す
る
城
南
衛
生
管
理
組
合
（
管
理

者
・
・
・
池
本
正
夫
宇
治
市
長
）
が
、

昭
和
五
十
八
笙
八
月
か
ら
建
設
を

進
め
て
い
る
第
二
ご
み
清
掃
工
場

は
、
外
観
工
事
が
ほ
ぽ
完
了
。
焼

却
能
力
一
日
当
た
り
百
十
五
ノ
の

連
続
燃
焼
式
機
械
炉
二
基
の
備
え

付
け
工
事
も
順
調
に
進
ん
で
い
ま

す
。同

工
場
は
、
三
市
三
町
管
内
で

増
大
す
る
ご
み
を
処
理
す
る
た
め
、

府
立
山
城
総
合
運
動
公
園
の
東
に

隣
接
し
た
丘
陵
地
（
宇
治
折
居
十

八
）
三
万
三
亘
ハ
土
ハ
平
方
討
に

三
ヵ
年
計
画
で
建
設
し
て
い
る
も

の
で
、
六
十
一
年
三
月
末
完
成
予

定
で
す
。
工
場
建
設
費
は
五
十
八

億
八
千
五
百
万
円
。

施
設
は
、
工
場
棟
を
中
心
に
管

理
棟
、
計
量
室
、
燃
料
タ
ン
ク
、

駐
車
場
、
緑
地
帯
か
ら
な
っ
て
お

り
、
大
気
汚
染
・
水
質
汚
濁
・
臭

気
・
騒
音
に
対
す
る
公
害
防
止
設

備
奮
九
備
し
て
い
康
ｙ
。
ま
た
、

焼
却
時
の
熱
を
利
用
し
て
発
生
す

る
蒸
気
を
府
立
山
城
総
合
運
動
公

園
に
供
給
す
る
一
方
、
工
場
内
の

冷
暖
房
や
給
湯
の
熱
源
と
し
て
使

用
し
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ト
化
を
図
っ

て
い
未
了
。

改
革
さ
れ
た
部
門
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開設準備室

開
館
記
念
特
別
展
「
宇
治
茶
」

先
人
の
努
力
に
感
嘆

ト
に
ぎ
わ
う
特
別
展
（
3
日
、

歴
史
資
料
館
）

19日（日）まで開催中

宇
治
市
歴
史
資
料
館
で
開
催
中

の
、
開
館
記
念
特
別
展
「
宇
治
茶

ド
ー
名
所
絵
か
ら
製
茶
図
ヘ
ー
」

は
、
各
地
に
伝
え
ら
れ
た
多
く
の

宇
治
茶
に
関
す
る
史
料
や
絵
画
を
、

初
め
て
一
堂
に
集
め
て
公
開
す
る

と
い
う
画
期
的
な
催
し
と
し
て
大

好
評
。
四
月
二
十
八
日
か
ら
の
ゴ

ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
は
、
多
く

の
市
民
ら
が
来
場
、
茶
処
宇
治
の

形
成
期
か
ら
近
代
製
茶
前
夜
ま
で

を
描
い
た
絵
画
に
見
入
っ
て
い
ま

し
た
。

こ
の
特
別
展
は
五
月
十
九
日
間

ま
で
開
か
れ
車
ｙ
。
ご
家
族
で
ぜ

ひ
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

▽
と
き
・
：
5
月
1
9
日
㈲
ま
で
（
期

台
一
丁
目
・
文
化
セ
ン
タ
・

容
⑩
1
3
1
Ｉ
）
ノ

▽
入
場
料
・
・
大
人
2
0
0
円
ｙ
小

学
生
6
0
円
（
2
0
人
以
よ
は
団
体

割
引
が
あ
り
康
邑
。

▽
展
示
品
・
：
茶
摘
み
図
（
鳥
取
県
、

、
福
嶋
敏
夫
氏
蔵
）
、
’
宇
治
茶
つ

み
の
図
（
茶
道
資
料
館
蔵
）
な
ど
。

歴
史
資
料
館
で
は
、
開
館
記
念

特
別
展
に
合
わ
せ
て
、
図
録
を
刊

行
し
ま
し
た
。

こ
の
図
録
で
は
、
南
北
町
時
代

に
始
ま
る
宇
治
茶
が
天
下
一
の
名

声
を
得
る
ま
で
の
過
程
な
ど
を
、

書
状
や
屏
風
絵
な
ど
で
表
現
し
て

い
康
司ご

希
望
の
人
は
、
歴
史
資
料
館

で
お
求
め
く
だ
さ
い
。
価
格
は
一

冊
二
千
円
。
（
歴
史
資
料
館
）

市の機構を改革

春は7層火の用心

＼防火チェ丿巾順行を

ぐ防衣租談お気軽坦恍杏翁防暑⑩隨噺｜

初夏の香りをのせて

第2ごみ

ノ清掃工場

歴吏資料館万
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最
近
市
内
で
も
、
ト
イ
レ
臭

気
筒
用
モ
Ｌ

に
よ
る
苦
情
が
急
増
。
販
売
手

口
が
悪
質
な
場
合
が
ほ
と
ん
ど

で
、
交
換
の
必
要
も
な
い
モ
ー

タ
ー
を
強
引
に
取
り
換
え
る
も

の
ま
で
あ
り
未
了
。
そ
こ
で
、

市
民
の
皆
さ
ん
が
被
害
に
遭
わ

な
い
ぷ
っ
、
巧
み
な
販
売
手
口

を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

油
断
さ
そ
う

”
無
料
の
点
検
”

最
も
多
い
ケ
ー
ス
は
、
「
臭
気

筒
モ
ー
タ
ー
の
無
料
点
検
に
来

ま
し
た
」
と
訪
問
。
臭
気
筒
を

見
て
か
ら
、
「
モ
ー
タ
ー
が
傷

ん
で
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
放
置

す
る
と
脱
臭
の
効
果
が
悪
く
な

る
だ
け
で
な
ぐ
、
漏
電
し
て
火

災
の
原
因
に
も
な
り
ま
す
よ
」

と
言
っ
て
、
無
料
点
検
と
い
う

こ
と
で
油
断
し
て
い
る
と
こ
ろ

に
つ
け
込
ん
で
来
ま
す
。

り
換
え
工
事
を
し
て
し
ま
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
抗
議

し
た
ら
、
工
事
途
甲
の
ま
ま
放

置
さ
れ
た
人
も
。

ほ
か
の
手
口
で
大
変
悪
質
な

も
の
と
し
て
、
訪
問
す
る
前
に

臭
気
筒
モ
ー
タ
ー
の
電
源
コ
ー

ド
を
見
付
か
ら
な
い
内
に
切
断

す
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
康
ｙ
。
そ

し
て
、
「
臭
気
筒
モ
ー
タ
ー
の

い
家
に
は
、
『
モ
ー
タ
ー
を
数

力
所
に
取
ぴ
付
け
な
い
と
、
効

果
が
無
い
で
す
よ
』
と
い
っ
た

堅
匹
話
術
も
あ
り
ま
ず
。

役
所
と
思
わ
せ
る

販
売
手
口
も

ト
イ
レ
の
臭
気
筒
モ
Ｌ

や
便
槽
の
ふ
た
な
ど
の
訪
問
販

売
で
は
、
市
や
城
南
衛
生
管
理

訪
問
販
売
で

被
害
が
多
発

こ
の
ぶ
っ
に

言
わ
れ
る
と
、

取
的
換
え
工
事

聚
依
頼
し
て
し

ま
う
人
が
多
い

ぶ
っ
で
ｙ
。
ひ

ど
い
場
合
は
、

頼
み
も
し
な
い

の
に
強
引
に
取

無
料
点
検
に
来
ま
し
た
。
・
…
…

こ
の
モ
ー
タ
よ
謐
れ
て
、
回

っ
て
い
ま
せ
ん
ね
。
こ
れ
で
は

お
宅
も
に
お
フ
し
、
ご
近
所
に

も
迷
惑
で
す
よ
』
と
言
っ
て
、

売
り
つ
け
ま
す
。
こ
こ
ま
で
く

る
と
器
物
損
壊
と
し
て
刑
事
問

題
に
な
り
毒
了
。

ま
た
、
臭
気
筒
が
比
較
的
長

公
民
分
館
長
が
決
ま
る

社
会
教
育
活
動
の
場
に
利
用
を

各
地
域
に
あ
る
宇
治
市
中
央
公

民
館
の
公
民
分
館
を
直
接
お
世
話

し
て
い
た
だ
く
、
昭
和
六
十
年
度

分
館
長
十
一
人
の
皆
さ
ん
が
下
表

の
と
お
り
決
ま
り
ま
し
た
。

現
在
、
市
内
に
は
一
中
央
公
民

館
、
三
つ
の
公
民
館
と
十
一
の
公

民
館
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、

地
域
の
皆
さ
ん
が
社
会
教
育
活
動

組
合
・
（
宇
治
市
な
ど
三
市
三
町

で
構
成
）
と
関
係
あ
る
か
の
よ

う
に
話
し
た
り
、
よ
く
似
た
作

業
服
を
着
て
い
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
公
的
機
関
は

商
品
の
販
売
や
あ
っ
せ
ん
な
ど

を
し
て
い
ま
せ
ん
。
臭
気
筒
モ

ー
タ
ー
な
ど
は
義
務
的
に
取
り

換
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の

や
、
学
習
や
集
会
な
ど
の
場
と
し

て
利
用
ず
る
施
設
で
す
。

各
分
館
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
身

近
な
地
域
・
生
活
課
題
の
学
習
会
、

秋
に
は
文
化
祭
な
ど
を
開
催
。
地

域
の
皆
さ
ん
が
交
流
し
、
生
活
や

文
化
を
よ
り
よ
い
も
の
と
し
て
い

く
場
と
な
っ
て
い
毒
1
。

〈
公
民
分
館
の
利
用
は
〉

公
民
分
館
を
使
用
す
る
場
合
の

▲横島公民分館・文化祭（58年11月5日）

昭和60年度公民分館長一覧

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
ら
以
外
に
、
悪
質
な
訪

問
販
売
業
者
は
新
た
な
手
口
を

次
つ
ぎ
に
考
え
出
し
て
ぐ
る
も

の
で
す
。
私
た
ち
消
費
者
は
、

色
い
ろ
な
手
口
を
知
っ
て
お
く

と
と
も
に
、
生
活
に
必
要
な
品

物
は
買
い
に
出
る
な
ど
し
て
、

良
い
物
か
選
択
す
る
心
構
え
を

持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

7
日
以
内
な
ら

無
条
件
解
約
も

消
費
者
保
護
の
た
め
、
ク
ー

ジ
ン
グ
ー
オ
フ
制
度
が
設
け
ら

れ
て
い
康
ｙ
。
七
日
間
以
内
（
五

十
九
年
十
二
月
か
ら
）
な
ら
ば

文
書
に
よ
る
一
方
的
通
知
で
無

条
件
解
約
が
で
き
ま
ず
。
た
だ

し
、
現
金
一
括
払
い
に
は
適
用

さ
れ
な
い
の
で
ご
注
意
寛

訪
問
販
売
や
商
品
の
ト
ラ
ブ

ル
な
ど
の
相
談
は
、
市
役
所
商

工
観
光
課
で
毎
日
受
け
て
い
ま

す
。
ま
た
、
第
一
～
四
水
曜
日

は
、
専
門
の
消
費
生
活
相
談
員

に
よ
る
相
談
室
を
開
設
。
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
（
商
工
観
光
課
）

か
ト
イ
レ
臭
気
筒
用
モ
ー
タ
ー
の
訪
問
販
売
に
ご
注
意

手
続
き
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
各
公
民
分
館
に
あ
る
分
館
使
用

申
請
書
に
、
必
要
事
項
を
記
入

し
て
使
用
日
の
三
日
前
ま
で
に

分
館
長
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

②
発
行
さ
れ
た
分
館
使
用
許
可
書

は
、
使
用
さ
れ
る
当
日
に
必
ず

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
許
可
を
受
け
た
目
的
以

外
に
使
用
し
た
り
、
使
用
の
権
利

を
譲
っ
た
り
、
ま
た
貸
し
た
り
し

分館名 分館長氏名 住所 電話番号

木幡分館

岡屋分館

ｍ島分館

下村分館

東目川分館

西目川分館

紫ヶ丘分館

三軒家分館

伊勢田分館

開分館

広野分館

伊藤義明

小山光男

太田正雄

太田典四雄

山本光夫

田中宇三郎

稲木富三郎

江口友三郎

向井正存

竹内一夫

藤沢要吉

木幡花揃7

’五ヶ庄寺界道9ｉ

横島町北内54

横島町薗場52

横島町干足3

横島町落合28－79

横島町南落合｛4－16

横島町一ノ坪40

伊勢田町毛語72

開町29－6

広野町寺山15

31－8317

31－8679

21－3566

22－2450

21－3921

22－0149

22－1191

21－2022

43－0898

44－1101

43一〇448

公民館のお知らせ ｙ東雪尚逞呆瑳
な
い
で
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
使

用
を
許
可
さ
れ
て
い
な
い
唇
Ｅ
な

ど
は
使
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

使
用
後
は
す
ぐ
に
、
後
片
付
け

を
し
、
分
館
長
ま
た
は
管
理
人
に

届
け
出
を
。
（
中
央
公
民
館
）

◇

小
倉
子
ど
も
人
形
劇
団

団
員
を
募
集

小
倉
子
片
ぢ
人
形
劇
団
の
団
員

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
人
形
劇
の

台
本
づ
く
り
、
人
形
づ
く
り
、
上

演
活
動
を
通
じ
て
、
子
芸
）
の
自

主
性
、
創
程
を
高
め
表
現
力
を

培
う
こ
と
を
目
的
に
活
動
し
て
い

ま
す
。▼

活
動
内
容
…
〈
例
会
〉
毎
月

第
1
・
2
・
小
火
曜
日
、
午
後
4

時
～
5
時
半
に
練
習
。
〈
出
演
〉

子
μ
石
手
づ
く
り
文
化
祭
、
人
形

劇
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
人
形
劇
の

つ
ど
い
な
ど
に
出
演
。
〈
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
〉
春
・
秋
の
ハ
イ
キ

ン
グ
、
ク
リ
ス
マ
ス
会
な
ど
▼
会

場
…
小
倉
公
民
館
▼
対
象
・
：
小
学

校
3
年
生
以
上
の
児
童
と
中
学
生

▼
会
費
…
月
二
百
円
▼
申
し
込
み

…
小
倉
公
民
館
へ
直
接
。
。
入
団
は

い
つ
か
ら
で
も
で
き
ま
す
。

（
小
倉
公
民
館
）
・

ジ
ュ
ニ
ア
天
・
文
教
室

親
子
で
月
や
星
の
こ
と
に
つ
い

て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
プ
ラ
ネ

タ
リ
ウ
ム
を
見
な
が
ら
宇
宙
や
天

体
の
話
を
聞
き
、
天
気
が
よ
け
れ

ば
天
体
望
遠
鏡
で
月
や
土
星
を
観

望
し
毒
了
。

1のト（ａ＠ｉ411）

○宇治市宇治公民館・・・宇治里

尻71の9（ａＲ2804）

○宇治市木幡公民館…木幡内

畑34の7（Ｓ○8・290）

○宇治市小倉公民館…小倉町

寺内91（ａ⑩4687）

▼
と
き
…
5
月
2
5
日
出
、
午
後

7
時
～
9
時
▼
と
こ
ろ
・
：
木
幡
公

民
館
▼
テ
ー
マ
・
：
初
夏
の
星
座
と

月
・
土
星
▼
講
師
…
明
星
天
文
節

館
長
、
江
上
賢
三
さ
ん
▼
対
象
・
：

市
内
在
庄
の
親
子
孚
μ
も
は
小
。

学
校
4
年
生
以
上
）
▼
定
員
・
：
親

子
5
0
組
（
先
着
順
）
▼
持
参
品
・
：

筆
記
用
具
、
懐
中
電
灯
▼
申
し
込

み
・
：
木
幡
公
民
館
へ
電
話
か
来
館

で
。
采
幡
公
民
館
）

お
茶
花
と

山
野
草
講
習
会

お
茶
席
に
生
け
る
花
や
山
野
草

の
栽
培
法
に
つ
い
て
学
ん
で
み
ま

せ
ん
か
。
野
生
蘭
（
ら
ん
）
の
作
り

方
の
実
習
も
行
い
ま
ず
。

▼
と
き
・
内
容
…
5
月
2
0
日
間

上野
生
ら
ん
の
作
り
方
（
実
習
）
、

2
7
日
原
＝
山
野
草
の
こ
れ
か
ら
の

栽
培
法
。
時
間
は
い
ず
れ
も
、
午

後
1
時
半
Ａ
時
半
▼
会
場
・
：
木

幡
公
民
館
▼
講
師
：
幽
芸
研
究
家
、

柴
田
明
さ
ん
▼
対
象
・
：
市
内
在
住

の
人
▼
定
員
・
：
5
0
人
（
先
着
順
）

▼
費
用
…
実
習
教
材
費
千
円
▼
持

参
品
・
：
筆
記
用
具
▼
申
し
込
み
・
：

木
幡
公
民
館
へ
電
話
か
来
館
で
。

采
幡
公
民
館
）

文
化
セ
ン
タ
ー
が
開
館
し
て

半
年
。
こ
の
間
、
数
多
く
の
自

主
事
業
や
貸
館
事
業
を
行
つ
て

い
ま
ず
が
、
利
用
者
の
皆
さ
ん

か
ら
、
文
化
会
館
の
「
音
が
大

き
す
ぎ
な
い
か
」
「
帰
宅
し
て

コンサートの音量は

座席位置で影響

か
Ａ
ａ
≫
）
’
ｔ
ｌ
ｉ
ｎ
．
が
耳
に
つ
い
て

離
れ
な
い
」
と
い
う
ご
意
見
が

寄
せ
β
れ
て
い
毒
丁
。

こ
の
原
因
に
は
、
直
接
的
に

は
座
席
の
位
置
な
ど
の
影
響
か

強
く
、
ス
ピ
ー
カ
ー
の
間
近
（
一

鉱音
圧
が
感
じ
β
れ
た
と
推
測
で

き
康
ｙ
。
ホ
ー
ル
全
体
の
＝
揚

効
果
を
ご
考
察
い
た
だ
き
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

今
日
、
歌
謡
曲
や
ジ
ャ
ズ
、

ロ
ッ
ク
等
の
分
野
で
は
、
ｔ
循
・

照
明
・
衣
掌
な
ど
、
エ
レ
ク
ト

ロ
ニ
ク
ス
機
器
を
駆
使
し
た
演

出
や
企
画
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
作

り
が
常
識
化
し
て
い
ま
す
。

文
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
開
催

事
業
実
施
者
と
事
前
の
打
ち
合

ヤズ・コンサート

わ
せ
を
綿
密
に

し
、
「
全
国
公
立

文
化
施
設
協
議

命
の
音
圧
（
自

主
）
規
制
の
主

旨
を
十
分
説
明

し
、
ご
協
力
い

た
だ
い
て
い
ま

尤
（
Ｗ
文
化

セ
ン
タ
ー
）

454

臭気筒モーター（点
検・セース）

消
費
者
コ

ー
ナ
ー

60年度

消費生活講

座

人生80年時代とくらし

受講者を募

集

文化会館



1985年Ｉ（昭和60年）5月11日発行第701号宇1台ｍｍだ。よ∧り（3）

茶業センタ7内茶園で5月19日開催

便
所
の
水
洗
工
事
や
、
台
所
、

ふ
ろ
場
な
ど
の
排
水
工
事
を
し
‘

た
後
で
、
下
水
管
の
臭
気
が
家

の
中
ま
で
入
っ
て
来
た
り
、
台

所
の
排
水
が
詰
ま
る
な
ど
の
ト

ラ
ブ
ル
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
り

未
了
。

排
水
設
備
の
防
臭
方
法
は
、

排
水
経
路
の
途
中
に
水
た
ま
り

を
設
け
て
、
下
水
管
か
ら
の
悪

臭
や
ガ
ス
を
そ
の
部
分
で
阻
止

す
る
構
造
に
な
っ
て
お
り
、
こ

れ
を
ト
ラ
″
プ
封
水
と
い
い
ま

す
。
ト
ラ
″
プ
に
は
、
次
の
よ

う
な
種
類
が
あ
り
ま
す
。

宇
治
と
い
え
ば
ぶ
撚
と
い
わ
れ

。
る
程
、
特
産
宇
治
茶
は
郷
土
の
代

名
詞
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て

五
月
二
日
の
八
十
八
夜
も
過
ぎ
、

宇
治
の
街
は
新
茶
の
香
り
に
包
ま

れ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
お

（
管
ト
ラ
ッ
プ
）

排
水
経
路
を
Ｐ
、
Ｓ
、
Ｕ
字

型
に
曲
げ
た
ト
ラ
″
プ
。
内
部

の
水
が
無
く
な
り
や
す
い
の
が

欠
点
で
す
。

マ
ラ
ム
ト
ラ
ッ
プ
）

太
鼓
（
ド
ラ
ム
）
状
の
ト
ラ
″

プ
。
内
部
の
水
が
無
く
な
る
よ

う
な
こ
と
は
な
く
、
ホ
テ
ル
や

▲市民茶摘みの集い（昨年5月27日、＝松北園〈木幡〉で）

茶
に
親
し
ん
で
い
た
だ
こ
う
と
。

「
市
民
茶
摘
み
の
集
い
」
を
開
き

ま
す
。
当
日
は
、
茶
摘
み
を
楽
し

ん
で
い
た
だ
く
と
共
に
、
新
茶
を

味
わ
っ
て
い
た
だ
き
ま
ず
。
帰
り

に
は
、
お
茶
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
あ

り
ま
す
。
参
加
を
ご
希
望
の
人
は
、

プ
を
取
り
付
け
た
も
の
で
、
多

量
の
雑
排
水
を
流
す
場
所
に
適

し
て
い
ま
す
。
業
務
用
だ
け
で

な
く
、
｝
般
家
庭
用
と
し
て
も

こ
れ
を
使
用
し
た
方
が
安
心
で

す
。

（
台
所
流
し
用
の
ト
ラ
ッ
プ
）

バ
ス
ケ
ッ
ト
型
・
：
金
属
ま
た

は
プ
ラ
ス
チ
″
ク
製
の
ゴ
ミ
よ

当
日
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ

い
。茶

の
産
地
に
庄
ん
で
い
て
も
、

一
般
に
は
茶
摘
み
を
体
験
す
る
機

会
は
な
か
な
か
あ
り
ま
せ
ん
。
と

家
族
お
そ
ろ
い
で
ど
っ
ぞ
。

▼
と
き
・
・
・
5
月
1
9
日
面
、
午
前

十
時
～
正
午
（
雨
天
中
止
）
▼
と
こ

ろ
・
：
京
都
府
茶
協
同
組
合
所
有
の

茶
業
セ
ン
タ
ー
内
茶
園
（
宇
治
折

居
2
5
）
。
（
農
林
茶
業
課
）

悪
臭
が
下
水
管
か
ら
昇
っ

て
来
る
の
は
、
不
快
な
も
の

で
す
。
こ
れ
か
遣
る
役
目
を

下
水
管
の
臭
気
を
遮
る

ト
ラ
ッ
プ
封
水

料
理
店
な
ど
の
調
理
用
流
し
に

取
り
付
け
穴
ま
す
。

（
わ
ん
《
ペ
ル
〉
ト
ラ
ッ
プ
）

床
に
お
わ
ん
を
埋
め
込
ん
だ

よ
つ
な
状
態
に
設
置
。
ふ
ろ
場
、

便
所
な
ど
の
床
排
水
用
に
広
く

使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
防
臭
ま
す
）

手
入
れ
用
の
ま
ず
に
ト
ラ
″

け
バ
ス
ケ
″
卜
と
一
体
に
な
っ

た
ト
ラ
″
プ
。
簡
単
に
取
り
外

せ
る
の
で
、
そ
の
結
果
、
詰
ま

っ
た
時
に
廃
棄
さ
れ
や
す
い
の

が
欠
点
で
す
。

屈
伸
自
在
Ｓ
型
…
ス
テ
ン
レ

ス
製
台
所
流
し
用
に
よ
く
使
わ

れ
て
い
る
も
の
で
、
プ
ラ
ス
チ

″
ク
圭
た
は
合
成
ゴ
ム
製
の
蛇

果
た
す
の
が
ト
ラ
″
プ
で
、
一

ゴ
ミ
な
ど
で
詰
ま
っ
た
時
に
こ

取
り
外
し
て
し
ま
っ
て
は
、
一

防
臭
機
能
を
失
っ
て
し
ま
札

束
ｙ
。
排
水
設
備
は
正
し
Ｉ

使
用
し
、
日
ご
う
か
ら
手
〈

れ
を
よ
く
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
一

わんトラップトラップの各種類

光
化
学
ス
モ
ッ
グ

監
視
体
制
始
ま
る

今
年
も
、
光
化
学
ス
モ
″
グ

の
発
生
し
や
す
い
1
節
に
な
り

ま
し
た
。
京
都
府
と
宇
冶
市
で

は
、
四
月
二
十
六
日
か
ら
光
化

学
ス
モ
″
グ
の
監
視
体
制
に
入

っ
て
い
ま
す
。

昨
年
、
市
内
で
は
光
化
学
ス

お
知
ら
せ

エ
ス
ペ
ラ
ン
ト

初
等
講
習
会

▼
と
き
・
：
5
月
1
6
日
南
か
ら
毎

週
木
曜
日
の
6
ヵ
月
間
。
時
間
は

午
前
1
0
時
～
正
午
と
午
後
7
時
～

9
時
の
い
ず
れ
か
か
選
択
▼
と
こ

ろ
・
・
・
宇
治
公
民
館
▼
受
講
料
…
月

梨

深

（
下
水
道
課
）
Ｆ
’
‘
：
：
’
：
：
：
‘
：
“
’
：
”
”
”
’
：
’
‘
｀

モ
ッ
グ
の
注
意
報
が
四
回
発
令

さ
れ
ま
し
た
。
夏
期
に
は
オ
キ

シ
ダ
ン
ト
濃
度
が
高
く
な
り
や

す
く
、
十
分
な
注
意
が
必
要
で

す
。
光
化
学
ス
モ
。
グ
の
注
意

報
や
警
報
が
発
令
さ
れ
ま
す
と
、

学
校
や
保
育
所
な
ど
の
公
共
施

額
四
百
円
、
。
そ
の
他
テ
キ
ス
ト
代

六
百
円
▼
申
し
込
み
…
宇
治
エ
ス

ペ
ラ
ン
ト
会
の
中
村
日
出
男
さ
ん

（
霧
忿
0
4
7
）
へ
。
講
習
会

初
日
に
も
会
場
で
受
け
付
け
ま
す
。

（
社
会
教
育
課
）

「
雨
」
に
関
す
る
本
の

展
示
と
貸
し
出
し

中
央
図
書
館
（
文
化
セ
ン
タ
ー

内
）
の
子
ど
も
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

Ｊ
の
め
弗
の
ふ
れ
大
雨
の
本
″
・

と
題
し
て
、
雨
に
ち
な
ん
だ
本
の

展
示
と
貸
し
出
し
を
五
月
四
日
か

息
八
月
末
ま
で
行
っ
て
い
圭
Ｊ
。

天
気
に
つ
い
て
の
知
識
本
な
ど
、

読
み
物
や
絵
本
を
多
数
そ
ろ
え
ま

し
た
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

（
中
央
図
書
館
）

点
字
教
室

京
都
府
盲
人
協
会
宇
治
支
部
の

主
催
で
行
い
ま
す
。

▼
と
き
・
：
6
月
2
日
倒
（
開
講

設
に
垂
れ
幕
を
掲
げ
て
お
知
ら

そ
Ｉ
す
る
外
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ

で
も
報
道
さ
れ
ま
す
。
日
中
、

目
が
チ
カ
チ
カ
し
た
り
、
の
と

式
）
、
以
後
は
7
月
1
4
日
間
～
6
1
年

3
月
9
日
間
ま
で
の
毎
月
第
2
日

曜
日
、
全
1
0
回
。
時
間
は
午
後
1

時
～
4
時
▼
と
こ
ろ
…
総
合
福
祉

会
館
▼
対
象
上
局
校
生
以
上
の
点

字
に
興
味
の
あ
る
人
▼
参
加
費
・
・
・

無
料
▼
持
参
品
…
筆
記
用
具
▼
申

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
・
：
宇
治
市

社
会
福
祉
協
議
会
（
ａ
⑩
5
6
5

4
）
へ
2
1
日
ま
で
に
。

（
社
会
福
祉
協
議
会
）

～
断
酒
講
演
会
～

「
ア
ル
コ
ー
ル
と
健
康
」

肋
全
日
本
断
酒
連
盟
京
都
府
断

酒
平
安
会
が
、
創
立
十
二
周
年
を

記
念
し
て
講
演
会
を
行
い
ま
す
。
‘

ア
ル
コ
ー
ル
を
長
年
、
多
量
に

飲
み
続
け
て
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症

に
な
る
と
、
健
康
を
害
す
る
だ
け

で
な
く
心
も
ゆ
が
ん
で
来
毒
了
。

ア
ル
コ
ー
ル
に
対
し
て
正
に
て
認

識
し
て
い
た
だ
ぐ
た
め
、
皆
さ
ん

の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
康
司

▲注意報や警報の発令にご注意を

が
痛
む
よ
う
な
時
に
は
、
出
来

る
だ
け
戸
外
に
出
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

（
環
境
保
全
課
）

▼
と
亭
：
5
月
2
6
日
間
、
午
後

1
時
～
4
時
半
▼
と
こ
ろ
：
文
化

会
館
（
文
化
セ
ン
タ
士
大
ホ
ー

ル
▼
講
師
・
テ
ー
マ
・
・
・
左
表
の
と

お
り
▼
入
場
…
無
料
。（
保
健
予
防
課
）

「アルコールと健康」講演会の講師とテーマ

－7－マ

講師
「アルコールと鯖の暦」 全日本断酒連盟顧問．京都府立医科大学名誉教授小片重男さん

「アルコールと心の財」素深窓生セッター所長谷真介さん

「アルコール症の辞」岩倉病院ノ、｀゛アルコール症主治医杉浦勝さん

「アルコール症とＨ会」京都府精神衛生セ宇治黄梨病院644ｊ謳広兼明さん

軟
式
テ
ニ
ス
教
室

▼
と
亭
：
5
月
1
8
日
出
、
2
5

日
出
、
2
6
日
㈲
、
6
月
1
日
出
、

2
日
間
、
1
5
日
出
、
1
6
日
間
、

2
2
日
出
の
8
日
間
。
時
間
は
午

後
3
時
～
5
時
▼
と
こ
ろ
…
東

山
公
園
ク
レ
ー
コ
ー
ト
▼
対
象

・
定
員
上
般
初
心
者
4
0
人
（
先

着
順
）
▼
参
加
費
・
：
五
百
円
（
当

日
に
徴
収
）
▼
申
し
込
み
・
：
市

民
体
育
課
へ
電
話
で
。

硬
式
テ
ニ
ス
教
室

▼
と
き
・
：
5
月
1
8
日
出
、
1
9

日
間
、
2
5
日
出
、
2
6
日
間
、
6

月
1
日
出
、
2
日
間
、
1
5
日
出
、

1
6
日
㈲
の
8
日
間
。
時
間
は
午

後
3
時
～
5
時
▼
と
こ
ろ
・
・
・
東

山
公
園
全
天
候
型
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
▼
対
象
・
定
員
：
二
般
初
心

者
4
0
人
（
先
着
順
）
▼
参
加
費
…

五
百
円
（
当
日
に
徴
収
）
▼
申
し

込
み
・
：
市
民
体
育
課
へ
電
話
で
。

ス
ポ
ー
ツ
ひ
ろ
ば

《
卓
球
〉

▼
と
き
・
・
・
5
月
1
8
日
出
、
午

後
7
時
～
9
時
▼
と
こ
ろ
…
横

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
－
自
―

島
小
学
校
体
育
館
。

一
人
で
も
グ
ル
ー
プ
で
も
参

加
で
き
ま
す
。
ご
希
望
の
人
は
、

上
靴
を
持
っ
て
直
接
会
場
へ
。

市
民
潮
干
狩
り

▼
と
亭
：
6
月
2
日
間
▼
と

こ
ろ
…
御
殿
場
浜
（
三
重
県
津

市
）
▼
対
象
・
定
員
・
・
・
市
民
ま

た
は
市
内
勤
務
者
と
そ
の
家
族
・

1
0
0
人
（
先
着
順
）
▼
参
加
費
・
・
・
中

学
生
以
上
が
三
千
四
百
円
、
子

ど
も
が
二
千
八
百
円
▼
申
し
込

み
…
参
加
費
か
添
え
て
5
月
2
5

日
ま
で
に
市
民
体
育
課
へ
直
接
。

卓
球
大
会
（
前
期
）

宇
治
市
卓
球
協
会
の
主
催
で

行
い
ま
す
。

▼
と
き
・
：
5
月
2
6
日
間
、
午

前
9
時
か
ら
▼
広
野
中
学
校
体

育
館
▼
対
聯
：
高
校
生
以
上
で
、

市
内
に
在
住
ま
た
は
通
勤
・
通

学
す
る
人
▼
ク
ラ
ス
…
男
子
、

女
子
と
も
Ａ
主
級
）
・
Ｂ
（
中

級
）
・
Ｃ
（
初
級
）
に
分
か
れ
て

対
戦
。
ク
ラ
ス
は
自
己
申
告
制

で
す
が
、
以
前
に
本
市
の
卓
球

大
会
で
優
勝
し
た
人
は
Ａ
ク
ラ

ス
▼
申
し
込
み
・
：
は
が
き
に
庄

所
・
氏
名
・
年
齢
・
勤
務
先
（
学

校
名
・
学
年
）
、
’
電
話
番
号
、
出

場
ク
ラ
ス
を
明
記
し
、
〒
6
1
1
宇
・

治
市
五
ヶ
庄
三
番
割
、
黄
柴
公
一

園
事
務
所
へ
5
月
1
7
日
ま
で
に

必
着
の
こ
と
▼
問
い
合
わ
す
：

藤
渾
寛
治
さ
ん
（
容
⑩
6
8
6

8
）
ま
で
。

455

昭
和
六
十
年
の
国
勢
調
査
が
、
・
今
回
の
調
査
で
は
、
調
査
区
数

十
月
一
日
に
全
国
一
斉
に
行
わ
れ
も
千
百
近
く
に
な
り
、
調
査
員
も

圭
ｙ
。
干
八
以
上
を
必
要
と
し
未
了
。
そ

国
勢
調
査
は
、
本
市
に
居
住
す
こ
で
現
在
、
国
勢
調
査
の
調
査
員

る
す
べ
て
の
人
を
漏
れ
な
く
調
査
と
し
て
ご
協
力
い
た
だ
け
る
人
を

し
ま
す
。
そ
こ
で
、
調
査
区
の
設
’
募
集
し
て
い
毒
了
。
ご
希
望
の
人

定
に
際
し
て
は
、
前
回
調
査
か
ら
は
、
印
鑑
を
痔
っ
て
五
月
三
十
日

大
き
く
変
化
し
た
個
所
を
、
現
地
ま
で
に
企
画
課
へ
お
越
し
ぐ
だ
さ

踏
査
や
地
形
図
、
航
空
写
真
な
ど
い
。
な
お
、
報
酬
な
芦
諦
に
と
は

か
ら
現
況
を
把
握
。
こ
れ
か
基
に
企
画
課
（
豊
⑩
3
1
4
1
）
へ
お

一
調
査
区
が
約
五
十
世
帯
に
な
る
‘
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ぶ
つ
に
し
ま
し
た
。

（
企
画
課
）

市民茶摘みの集い

60年国勢調

査

トラップ

の種類

暮らしと下水
道

市民体育の

お知らせ

市民体育課電話223141

調査委員を

募集
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我
が
国
は
世
界
一
の
長
寿
国
に
な

り
ま
し
た
。
健
康
で
長
生
き
で
き
る

こ
と
は
、
み
ん
な
の
願
い
で
す
。
一

方
で
は
、
ガ
ン
、
高
血
圧
、
心
臓
病
、

糖
尿
病
な
ど
の
成
人
病
が
増
加
し
、

不
安
を
感
じ
な
が
ら
過
ご
し
て
い
る

人
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
成
人
病

ノ
は
″
習
慣
病
″
と
も
言
わ
れ
て
い
る
よ

・
う
に
、
日
ご
ろ
の
生
活
態
度
に
大
き

・
く
左
右
さ
れ
る
疾
病
で
す
。
予
防
の

第
一
歩
は
ス
ト
レ
ス
の
な
い
規
則
正

し
い
生
活
と
適
正
な
食
生
活
。
次
に

欠
か
せ
な
い
の
が
健
康
診
断
で
す
。

ま
だ
ま
だ
若
い
四
十
代
。
で
も
四
十

・
代
か
ら
の
健
康
管
理
が
、
健
康
な
老

後
の
決
め
手
で
す
。
き
よ
う
か
ら
健

康
づ
く
り
を
始
め
ま
し
よ
う
。

慢
性
的
な
成
人
病

日
常
生
活
に
起
因

四
十
代
か
ら
の
壮
年
期
に
多
い

高
血
圧
、
脳
卒
中
、
心
臓
病
、
ガ

ン
な
ど
の
、
好
ま
し
く
な
い
生
活

習
慣
が
起
因
す
る
慢
性
病
を
総
称

し
て
詞
人
戸
と
呼
ん
で
い
ま

す
。
こ
の
成
人
病
と
い
う
こ
と
ば

は
、
昭
和
三
十
年
に
厚
生
省
が
初

め
て
使
い
ま
し
た
。
そ
の
後
三
十

年
を
経
た
今
日
で
は
、
か
な
り
日

常
的
な
こ
と
ば
に
な
る
程
、
成
人

病
が
増
え
て
い
ま
す
。

成
人
病
に
は
共
通
し
て
次
の
特

徴
が
あ
り
毒
ｙ
。

①
し
の
び
よ
る
病
気
で
、
自
覚

症
状
が
少
な
い
②
次
第
に
悪
化
・

進
行
し
、
治
療
も
長
期
間
か
か
る

③
正
常
（
健
康
）
と
異
常
と
の
境

界
が
明
確
で
な
い
④
原
因
が
複
数

で
し
か
も
は
っ
き
り
し
な
い
こ
と

が
多
い
⑤
一
人
一
病
と
は
限
ら
ず

検診などの制度一覧表

項目 対象年齢 備考
降略細か

結核検診 15歳以上 60年度は実施済

1

罵堅

昌？

1－

健老人

康保健

ａ法談に

よ査る

一般健康診査 ｉｏ歳以上

受診は申し込み制

です。詳しいこと
は「市政だより5

月21日号」でお知
らせします。

胃ガン検診 40歳以上

子宮ガン検診 30歳以上

乳ガン検診 3ｏ歳以上

半日人間ドック
検診料補助制度

40歳～65歳未満の国保

加入者。

毎年7月1日から

募集開始。詳しい

ことは保険年金課へ

ＴＩ

・Ｕ・ｌ●・・・・・ｌ・・・・ 1 ● Ｓ ● ｌ ｌ ● ● 1 ● ・ ・ Ｉ ● ・ ・ ・ ・ ・ ●・・・ 1 1 ・ ・ ● ● ● ● ｉ ｌ ● ｌ ｌ●●・Ｉ・・・・ 1 ● ● ● ● ● ・ ● ・ ｌ ｌ ●●ｌ・ＩＩ●・・ 1 1 1 ● ・ Ｉ ● ｌ ｎ ・ 1 ● Ｓ ● ● ｉ ｌ ｌ ・ Ｉ ・

い
く
つ
も
の
病
気
が
合
併
し
て
い

る
こ
と
が
多
い
⑥
疲
労
や
ス
ト
レ

ス
な
ど
、
日
常
生
活
の
不
摂
生
が

引
参
金
と
な
る
。

成
人
病
は
、
こ
れ
ら
の
六
項
目

が
重
な
り
合
っ
て
本
人
が
気
付
か

な
い
間
に
進
行
し
て
い
く
恐
ろ
し

い
病
気
で
す
。

節
塩
・
節
煙
・
軽
ス
ポ
ー
ツ
で
予
防

年
1
回
の
検
診
も
忘
れ
ず
に

運動・栄養・休養で

生活にリズムを

予
防
の
決
め
手

食
生
活
と
早
期
発
見

成
人
病
を
予
防
す
る
に
は
、
そ

の
原
因
を
一
つ
ひ
と
つ
排
除
し
て

い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
予
防
法

を
大
奇
ぐ
二
つ
に
分
け
て
み
ま
し

た
。老

Σ
恵
次
予
防
と
し
て
は
、

病
気
に
な
る
原
因
を
作
ら
な
い
、

す
な
わ
ち
日
常
生
活
か
ら
気
を
配

る
こ
と
で
す
。
例
え
ば
、
高
血
圧
、

脳
卒
中
の
予
防
は
普
段
か
ら
塩
分

を
控
え
目
に
す
る
こ
と
、
肺
ガ
ン
、

心
臓
病
、
動
脈
硬
化
の
予
防
は
禁

・
節
煙
が
第
［
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
や

軽
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
で
血
行
を
良
く

し
肥
満
を
防
止
す
る
な
ど
が
挙
げ

○
れ
水
子
。

４
健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会
第
1
回
総
会

第
二
次
予
防
は
、
病
気
の
早
期

発
見
・
治
療
で
す
。
少
な
く
と
も
年

一
回
は
、
職
場
や
地
域
で
定
期
検

診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
市
で
は
、
、

右
上
表
の
よ
ラ
な
検
診
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

一
般
健
康
診
査

受
診
の
約
半
数
に
異
常

昨
年
の
一
般
健
康
診
査
は
、
一

千
四
百
四
十
三
人
が
受
診
。
こ
れ

は
、
受
診
対
象
者
二
万
五
千
五
百

六
十
人
の
内
、
わ
ず
か
五
・
七
％

に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

受
診
者
は
、
四
十
代
が
最
も
多

く
、
次
い
で
五
十
代
と
な
っ
て
い

毒
了
。
結
果
は
、
全
受
診
者
の
約

半
数
に
当
た
る
六
百
七
十
二
人
に

60年度は広報活動に重点

宇治市健康づくり推進協議会

何
ら
か
の
異
常
が
認
め
ら
れ
ま
し

た
。
疾
病
の
内
訳
は
、
高
血
圧
（
恐

れ
の
あ
る
人
を
含
む
）
が
三
百
五

人
（
二
Ｉ
％
）
糖
尿
病
（
疑
い
を

貪
3
）
が
四
十
七
人
（
三
・
三
％
）
、

こ
の
ほ
か
高
脂
血
症
が
か
な
り
認

め
ら
れ
ま
し
た
。
年
代
別
に
見
る

と
高
年
齢
に
な
る
に
従
い
何
ら
か

の
異
常
が
あ
る
人
の
割
合
が
多
く

健康づくトりの相談場所
犬アンケート結果ト

1Ａ｛0．7％）

市
で
は
、
市
民
の
健
夙
つ
く
り

を
進
め
る
た
め
「
宇
治
市
健
爾
つ

く
り
推
進
協
議
命
を
五
十
八
年

十
月
に
発
足
。
宇
治
久
世
医
師
会
、

歯
科
医
師
会
、
薬
剤
師
会
や
社
会

福
祉
協
議
会
、
国
保
運
営
協
議
会
、

体
育
指
導
委
員
会
の
代
表
と
知
識

経
験
者
、
さ
ら
に
行
政
側
か
ら
府

と
市
を
加
え
た
十
三
人
で
構
成
し

て
い
ま
す
。

協
議
会
で
は
、
市
民
の
保
健
医

療
や
健
康
づ
く
り
な
ど
に
つ
い
て

年
間
四
～
五
回
会
議
を
開
き
、
意

見
の
交
換
や
調
整
を
行
っ
て
い
ま

な
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
（
左
表
）
。

「
人
生
八
十
年
」
と
言
わ
れ
る

今
日
、
健
康
的
な
老
後
を
過
ご
す

た
め
に
は
四
十
歳
か
ら
の
健
康
管

理
が
決
め
手
に
な
り
ま
す
。
成
人

病
は
長
い
間
の
不
摂
生
の
積
み
重

ね
か
ら
起
こ
る
も
の
。
ま
だ
ま
だ

若
い
と
思
っ
て
い
る
人
も
ぜ
ひ
、

健
康
診
断
を
積
極
的
に
受
け
成
人

一般健康診査受診年代別の結果

す
。
五
十
九
年
度
は
、
市
民
の
健

康
に
関
す
る
現
状
の
把
握
や
中
高

年
者
の
健
辰
つ
く
り
の
取
り
組
み

を
税
討
。
十
月
に
開
か
れ
た
市
民

ス
ポ
ー
ツ
ま
つ
り
で
は
。
健
康
相

談
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
大
勢
の
市
民

か
ら
相
談
を
受
け
ま
し
た
。

六
十
年
度
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

に
健
康
づ
く
り
の
正
し
い
知
識
を

持
っ
て
い
た
だ
き
、
健
康
増
進
に

役
立
て
て
い
た
だ
け
る
去
座
広

報
活
動
を
中
心
に
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

病
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

適
切
と
思
う
相
談
場
所

「
市
・
保
健
所
」
が
3
0
％

市
民
の
健
康
意
識
に
つ
い
て
五

十
九
年
二
月
に
、
市
政
モ
ニ
タ
ー

ヘ
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
。
（
二

百
人
中
、
回
答
者
数
は
百
四
十
九

人
）
。
そ
の
結
果
、
自
分
の
健
康
状

態
は
「
大
変
健
康
」
「
普
通
」
が

亘
一
千
九
人
（
九
三
・
三
％
）
で

し
た
。
ま
た
、
こ
の
一
年
間
の
健

康
診
断
の
有
無
で
は
「
受
診
し
た
」

が
九
十
三
人
（
六
二
・
四
％
）
で
、

健
康
だ
と
感
じ
て
い
る
人
の
三
人

に
一
人
は
健
康
診
断
を
受
哺
ｙ
に

い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

次
に
健
康
づ
く
り
や
管
理
に
つ

い
て
、
ど
こ
で
実
際
に
相
談
し
て

い
る
か
を
質
問
。
「
市
や
保
健
所

で
」
腿
む
ず
か
一
人
で
し
た
。
一

方
、
望
ま
し
い
相
談
場
所
と
し
て

「
市
や
保
健
所
で
」
が
三
〇
・
二

郊
で
二
位
に
挙
げ
印
れ
て
い
ま
す

ヱ
左
表
）
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
市
や
保
健

所
を
相
談
場
所
に
と
考
え
て
い
る

大
が
か
な
り
あ
り
、
今
後
の
健
康

づ
く
り
へ
の
取
り
組
み
に
期
待
が

寄
せ
卵
れ
て
い
る
ぷ
つ
で
す
。

市
で
は
、
健
康
チ
エ
″
ク
の
場

と
し
て
血
圧
相
談
（
日
程
は
「
市

民
カ
レ
ン
ダ
ー
」
に
掲
載
）
や
各

種
健
康
教
室
（
随
時
市
政
だ
よ
り

で
お
知
ら
せ
）
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
積
極
的
な
健
康
づ
く
り
に
大

い
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

456

しのびよる成人病

ストレスが引き

金
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